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世界と日本の種子ビジネス世界と日本の種子ビジネス
と地域農業の課題と地域農業の課題

京都大学大学院経済学研究科京都大学大学院経済学研究科

助教授助教授 久野秀二久野秀二

京都学・ふるさと講座京都学・ふるさと講座 第第22回「種子をめぐる攻防」回「種子をめぐる攻防」

20062006年年22月月1515日日 キャンパスプラザ京都キャンパスプラザ京都

1.1.はじめにはじめに

（１）なぜ種子が注目されるのか？（１）なぜ種子が注目されるのか？

もっとも基礎的な農業生産資材もっとも基礎的な農業生産資材

作物特性（作物の形質や環境適応性）を規定作物特性（作物の形質や環境適応性）を規定 遺伝遺伝

資源（遺伝情報）としての使用価値資源（遺伝情報）としての使用価値

遺伝情報の操作可能性遺伝情報の操作可能性 生産・流通・加工過程にお生産・流通・加工過程にお

ける経済的価値の発生ける経済的価値の発生

（２）「種子（遺伝子）を制する者は世界を制する」（２）「種子（遺伝子）を制する者は世界を制する」

「資本による農業の包摂」のための礎石「資本による農業の包摂」のための礎石

農業・食料の持続的な社会的管理のための根幹農業・食料の持続的な社会的管理のための根幹

生産者ニーズ、消費者ニーズの具現化生産者ニーズ、消費者ニーズの具現化
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種子種子種子

農業生産農業生産農業生産

流通・加工流通・加工流通・加工

小売・外食小売・外食小売・外食

消費消費消費

農薬農薬農薬 化学肥料化学肥料化学肥料

農業機械農業機械農業機械

飼料飼料飼料
畜産畜産畜産

農業労働力農業労働力農業労働力

研究開発＝育種研究開発＝育種研究開発＝育種

2.2.種子事業から種子ビジネスへ種子事業から種子ビジネスへ

（１）農民の知恵としての種苗交換（１）農民の知恵としての種苗交換

作物栽培の歴史とともに古い、自家採種、近隣農民作物栽培の歴史とともに古い、自家採種、近隣農民
間間oror地域間種苗交換の習慣地域間種苗交換の習慣

増収品種、病虫害抵抗性品種、環境適応品種等の増収品種、病虫害抵抗性品種、環境適応品種等の
選抜と育成を経験的に行ってきた農民的育種は、農選抜と育成を経験的に行ってきた農民的育種は、農
業科学に裏付けられた公的な近代的育種の基本業科学に裏付けられた公的な近代的育種の基本

作物品種の多様性が、農業生態系の異常気象や病作物品種の多様性が、農業生態系の異常気象や病
虫害への脆弱性を克服してきた虫害への脆弱性を克服してきた

「緑の革命」に代表される、画一的な作物・品種の栽「緑の革命」に代表される、画一的な作物・品種の栽
培体系＝近代農業の脆弱性培体系＝近代農業の脆弱性

GGenotypeenotype××EEnvironmentnvironment××PPeopleeople（（MManagementanagement））
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（２）国家的事業としての種子事業国家的事業としての種子事業

遺伝資源の探索・導入・管理遺伝資源の探索・導入・管理 品種改良（育種）品種改良（育種）
種子生産（増殖、採種）＋種子管理（圃場審査）種子生産（増殖、採種）＋種子管理（圃場審査）
種子調整（処理・加工、袋詰）＋種子管理（種子保証）種子調整（処理・加工、袋詰）＋種子管理（種子保証）

種子流通（物流、配布種子流通（物流、配布oror販売）販売）

公的機関（試験研究機関、国営企業、普及機関、大公的機関（試験研究機関、国営企業、普及機関、大
学・付属農場）による公共品種（学・付属農場）による公共品種（public seedspublic seeds）の育成、）の育成、
生産、配布生産、配布oror販売販売

米国：各州農業試験場＋土地交付大学米国：各州農業試験場＋土地交付大学

日本：主要農作物種子事業（都道府県＋農協）日本：主要農作物種子事業（都道府県＋農協）

（３）公的種子事業のビジネス化（３）公的種子事業のビジネス化
ハイブリッド技術の開発と普及（１９３０年代～）ハイブリッド技術の開発と普及（１９３０年代～）

自家採種の阻害自家採種の阻害 民間育種のビジネス化民間育種のビジネス化

生産手段からの農民の「自由」＝「生産手段からの農民の「自由」＝「資本による農業包摂資本による農業包摂」」

緑の革命と国際開発による市場開拓（６０年代～）緑の革命と国際開発による市場開拓（６０年代～）
生産財市場（種子＋農薬＋化学肥料＋機械）の可能性生産財市場（種子＋農薬＋化学肥料＋機械）の可能性

途上国農業を舞台とした「途上国農業を舞台とした「資本による農業包摂資本による農業包摂」の進展」の進展

新品種保護制度の確立（７０年代～）新品種保護制度の確立（７０年代～）
育種者権保護の技術的制約の克服育種者権保護の技術的制約の克服

米国：米国：PVPAPVPA（（19701970）、日本：種苗法（）、日本：種苗法（19781978、、9898とと0303に改正に改正））

国際枠組み：国際枠組み：UPOVUPOV条約（条約（19611961・・19781978、、9191に改正に改正））

農民の自家採種、研究目的の利用には育種者権は及ば農民の自家採種、研究目的の利用には育種者権は及ば
ず・・・特許権との違い（但し、近年の改正で近似化）ず・・・特許権との違い（但し、近年の改正で近似化）
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3.3.世界の種子市場世界の種子市場

（１）バイオテクノロジーの産業化（１）バイオテクノロジーの産業化
バイオテクノロジーの市場可能性（１９７０年代末～）バイオテクノロジーの市場可能性（１９７０年代末～）

数多くのベンチャー企業、農外資本が参入数多くのベンチャー企業、農外資本が参入

相次いだ種子会社の買収（１９８０年代）相次いだ種子会社の買収（１９８０年代）
研究開発（バイテク）の出口＝商品化に不可欠な種子ビジ研究開発（バイテク）の出口＝商品化に不可欠な種子ビジ
ネスネス 折からのＭ＆Ａブームが後押し折からのＭ＆Ａブームが後押し

宴の後・・・宴の後・・・
医薬品開発に成功した企業や、医薬品開発に成功した企業や、GMGM技術の特許化に成功技術の特許化に成功
した企業を除き、多くは撤退（機は熟していなかった！）した企業を除き、多くは撤退（機は熟していなかった！）

（２）多国籍農薬企業のバイオメジャーへの成長（２）多国籍農薬企業のバイオメジャーへの成長
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Table: Bio-Majors Control Everything

Companies
Bt gene
related
patent

OECD
regist.
GMOs*

Commercial
GMOs*

Approved
field tests of

GM corn

Approved
field tests of

GM soya
~1996.6 ~2003.6 ~2003.6 ~2003.6 ~2003.6

Bayer (Germany)* 6,120 ① 387 ⑧ 4 ④ ‐  ‐ 4 ④ ‐  20 21 291 90
Syngenta (Swiss) 6,030 ② 1,239 ③ 12 ③ 5 ③ 7 ③ 46 2 3 205 ‐
BASF (Germany) 4,141 ③ ‐  ‐ ‐  ‐ ‐  ‐ n.a. ‐ 4 5 3 ‐ ‐
Dow (USA) 3,368 ④ ‐  ‐ 4 ④ 3 ⑤ 3 ⑤ ‐  0.5 0.5 149 ‐
Monsanto (USA) 3,008 ⑤ 2,803 ① 15 ② 24 ① 14 ① 43 32 26.5 2,173 323
DuPont (USA)* 2,024 ⑥ 2,618 ② 39 ① 17 ② 13 ② 5 6.5 9.5 712 156
Share of Top 6 51% 73% 81% 85% 84%

Source: Compailed by author from various source of information.

Note: Bayer's figures reflected its acquisition of Aventis CropSciences. Dow's crop protection sales includes seed sales ($350m in 2000). Segment sales
of DuPont Agriculture & Nutrition is $4,510m, including crop protection (40%) and seeds (44%). Other major seed companies include KWS
(Germany), Vilmorin Clause & Cie (Group Limagrain, France), Advanta (Netherlands) with sales of $400m for each. Both categories of GMOs
registered at OECD and commercialised GMOs include some vatieties co-developed by two companies.

76% 28% 74% 41%49%

2004 2004 1998 1982~20011998

Crop protection
(m$, rank)

Seed &
Genomics
(m$, rank)

US corn seed
(%, rank)

US agbio
patent

(%, rank)

US corn soya
(%, rank)
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圧倒的なモンサント社の種子市場シェア圧倒的なモンサント社の種子市場シェア（（20042004～～0505年）年）

トウモロコシ（世界）トウモロコシ（世界） 41%41%
大豆（世界）大豆（世界） 25%25%
綿花（米国）綿花（米国） 12%12%
野菜類（世界）・・・豆類野菜類（世界）・・・豆類 31%31%、キュウリ、キュウリ 38%38%、トマト、トマト 2323%%、、
タマネギタマネギ 2525%%、唐辛子、唐辛子 3434%%、ピーマン・パプリカ、ピーマン・パプリカ 2929%%
ＧＭ大豆（世界）ＧＭ大豆（世界） 9191%%
ＧＭトウモロコシ（世界）ＧＭトウモロコシ（世界） 9797%%
ＧＭ綿花（世界）ＧＭ綿花（世界） 63.563.5%%
ＧＭ菜種・カノーラ（世界）ＧＭ菜種・カノーラ（世界） 5959%%

（３）ＧＭＯに席巻される世界の種子市場（３）ＧＭＯに席巻される世界の種子市場

伸び続けるＧＭＯ作付面積伸び続けるＧＭＯ作付面積
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BollgardBollgard（モンサント）（モンサント）

VipCotVipCot（シンジェンタ）（シンジェンタ）
52%52%46%46%15%15%害虫抵抗性綿花害虫抵抗性綿花※※

--

1%1%

3%3%

7%7%

19961996

※※20002000年と年と20052005年について，トウモロコシ（年について，トウモロコシ（1%1%，，9%9%），綿花（），綿花（20%, 34%20%, 34%）の両性付与品種を二重にカウント）の両性付与品種を二重にカウント
している。したがって、正確にはしている。したがって、正確には20052005年の年のGMGMトウモロコシはトウモロコシは5252%%、、GMGM綿花は綿花は7979%%の作付割合。の作付割合。

35%35%

19%19%

7%7%

54%54%

20002000

61%61%

35%35%

2626%%

8787%%

20052005

Roundup ReadyRoundup Ready（モンサント）（モンサント）

LibertyLinkLibertyLink（バイエル）（バイエル）
除草剤耐性トウモロコシ除草剤耐性トウモロコシ※※

Roundup ReadyRoundup Ready（モンサント）（モンサント）

LibertyLinkLibertyLink（バイエル）（バイエル）
除草剤耐性大豆除草剤耐性大豆

Roundup ReadyRoundup Ready（モンサント）（モンサント）

LibertyLinkLibertyLink（バイエル）（バイエル）
除草剤耐性綿花除草剤耐性綿花※※

NK NK YieldGardYieldGard（シンジェンタ）（シンジェンタ）

NK NK KnockOutKnockOut（シンジェンタ）（シンジェンタ）

YieldGardYieldGard（モンサント）（モンサント）

NatureGardNatureGard（ダウ）（ダウ）

HerculexHerculex II（ダウ＋デュポン）（ダウ＋デュポン）

害虫抵抗性トウモロコシ害虫抵抗性トウモロコシ※※

主な商標主な商標開発特性開発特性

米国ではほとんどが米国ではほとんどがGMGM品種に置き換わっている品種に置き換わっている

なぜなぜGMOGMOの作付面積は拡大したのか？の作付面積は拡大したのか？

農業者利益（収量増、農薬削減、労働節減）？農業者利益（収量増、農薬削減、労働節減）？

寡占化が進む種子市場寡占化が進む種子市場 情報の非対称性情報の非対称性

農薬とのセット販売、圧倒的なマーケティング力農薬とのセット販売、圧倒的なマーケティング力

栽培し始めると、抜け出せなくなる？栽培し始めると、抜け出せなくなる？

政策的推進（米国の場合）政策的推進（米国の場合）

農業の現場で何が起きているのか？農業の現場で何が起きているのか？

農業者利益は実現したのか？農業者利益は実現したのか？

除草剤耐性雑草、除草剤耐性雑草、BtBt抵抗性害虫の発生抵抗性害虫の発生

インドの場合・・・インドの場合・・・

アルゼンチンの場合・・・アルゼンチンの場合・・・
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第１世代第１世代GMOGMOから第２世代、第３世代から第２世代、第３世代GMOGMOへへ

食品・飼料原料としての機能性（食品・飼料原料としての機能性（ex.ex.特定アミノ酸やビタミ特定アミノ酸やビタミ

ン、油脂などの含有量を調整）ン、油脂などの含有量を調整）

医薬品原料としての機能性（医薬品原料としての機能性（ex.ex.ワクチン）、工業原料としワクチン）、工業原料とし
ての機能性（ての機能性（ex.ex.エタノール、生分解性プラスチック）エタノール、生分解性プラスチック）

川下部門の巨大企業との連携川下部門の巨大企業との連携

例えば・・・モンサントの低リノール酸大豆をカーギルや例えば・・・モンサントの低リノール酸大豆をカーギルやADMADMがが

加工、ケロッグが商品原料に使用（なお、同大豆品種は従来育加工、ケロッグが商品原料に使用（なお、同大豆品種は従来育
種だが、除草剤耐性などを付与）種だが、除草剤耐性などを付与）

4.4.日本の種子市場は大丈夫か？日本の種子市場は大丈夫か？

（１）主要農作物種子制度とコメ種子ビジネス（１）主要農作物種子制度とコメ種子ビジネス
奨励品種制度＋種子安定供給制度＋種子増殖制度＋種子審奨励品種制度＋種子安定供給制度＋種子増殖制度＋種子審
査制度＋種子流通制度査制度＋種子流通制度

民間育種の可能性と現実民間育種の可能性と現実

財界からの要望による法改正（財界からの要望による法改正（19861986、、19911991）、食管制度解体＝）、食管制度解体＝
食糧法施行（食糧法施行（19951995）、種苗法改正（）、種苗法改正（19981998）にともない、民間育種）にともない、民間育種
の気運が高まるも、新規参入はなお困難の気運が高まるも、新規参入はなお困難

三菱化学（植物工学研究所）三菱化学（植物工学研究所）・・・「夢・・・「夢ごこちごこち」等の品種を開発・販」等の品種を開発・販
売するも、売するも、20052005年に撤退。育種事業は中村美雄商店が継承年に撤退。育種事業は中村美雄商店が継承

三井化学（クロップライフ）・・・「みつひかり」等のハイブリッド品三井化学（クロップライフ）・・・「みつひかり」等のハイブリッド品
種を開発・販売種を開発・販売

ＪＴ・・・「いわた」シリーズを開発・販売、野菜種子事業も活発化ＪＴ・・・「いわた」シリーズを開発・販売、野菜種子事業も活発化
するも、するも、20022002年にアグリ事業から撤退年にアグリ事業から撤退

キリン・・・「インディカ米」「ねばり勝ち」を開発・販売するも、花卉キリン・・・「インディカ米」「ねばり勝ち」を開発・販売するも、花卉
とバレイショ（ジャパンポテト）に特化。トキタ種苗に資本参加とバレイショ（ジャパンポテト）に特化。トキタ種苗に資本参加
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気になるＧＭ品種の行方気になるＧＭ品種の行方

※※公的研究機関を中心に研究開発公的研究機関を中心に研究開発

いもち病耐性・白葉枯病耐性（北陸研究センター）いもち病耐性・白葉枯病耐性（北陸研究センター）

低温耐性（農業研究センター）低温耐性（農業研究センター）

花粉病緩和（農業生物資源研究所）花粉病緩和（農業生物資源研究所）

鉄欠乏耐性・アルカリ土壌耐性（東京大学）鉄欠乏耐性・アルカリ土壌耐性（東京大学）

短幹・耐倒伏（農業生物資源研究所）短幹・耐倒伏（農業生物資源研究所）

耐冷性（北海道農業研究センター）耐冷性（北海道農業研究センター）

コエンザイムＱ１０（農業生物資源研究所）コエンザイムＱ１０（農業生物資源研究所）

※※バイオメジャーは？バイオメジャーは？

19991999～～20012001年頃に、除草剤耐性品種の圃場試験・認可（モン年頃に、除草剤耐性品種の圃場試験・認可（モン

サント、バイエル）、その後は目立った動きナシサント、バイエル）、その後は目立った動きナシ

（２）民間主導の野菜種苗事業（２）民間主導の野菜種苗事業

野菜種苗市場の構造野菜種苗市場の構造
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共存するグローバル企業とローカル企業共存するグローバル企業とローカル企業

育種目標の変遷育種目標の変遷
19501950年代＝作型分化のための生態育種年代＝作型分化のための生態育種

19601960～～8080年代＝①産地の遠隔化・大規模化、少品目大量年代＝①産地の遠隔化・大規模化、少品目大量

生産、供給の周年化に応じるための流通的性品種、②病虫生産、供給の周年化に応じるための流通的性品種、②病虫
害・連作障害に対応した抵抗性品種、③施設化に対応した害・連作障害に対応した抵抗性品種、③施設化に対応した
品種など品種など

19801980年代～＝①農業労働力弱体化に対応した省力機械化年代～＝①農業労働力弱体化に対応した省力機械化

適性品種、②外食産業・食品加工産業の発展に対応した加適性品種、②外食産業・食品加工産業の発展に対応した加
工的性品種、③消費ニーズの多様化・高度化に対応した良工的性品種、③消費ニーズの多様化・高度化に対応した良
食味品種や各種機能性品種、④環境保全型農業を視野に食味品種や各種機能性品種、④環境保全型農業を視野に
入れた病虫害複合抵抗性品種や省資材栽培適性品種入れた病虫害複合抵抗性品種や省資材栽培適性品種
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生産者・実需者ニーズへの対応生産者・実需者ニーズへの対応
高齢化対応＝大根（まっすぐ＋ひげなし）高齢化対応＝大根（まっすぐ＋ひげなし）

加工適性＝キュウリ（いぼなし）加工適性＝キュウリ（いぼなし）

消費者ニーズへの対応消費者ニーズへの対応
高糖度＝トウモロコシ、トマト高糖度＝トウモロコシ、トマト

新顔＝トマト（イタリア品種）新顔＝トマト（イタリア品種）

既存独占品種への対抗既存独占品種への対抗
桃太郎トマト（タキイ）桃太郎トマト（タキイ） 王様トマト（サカタ）、シシリアンルー王様トマト（サカタ）、シシリアンルー
ジュ（パイオニア）、ジュ（パイオニア）、ここくみトマト（カゴメ）くみトマト（カゴメ）

ピーターコーン（サカタ）ピーターコーン（サカタ） ピクニックコーン（パイオニア）、おひピクニックコーン（パイオニア）、おひ
さまコーン（タキイ）さまコーン（タキイ）

向陽２号（タキイ）向陽２号（タキイ） ベータリッチ（サカタ）ベータリッチ（サカタ）

既存市場の維持と新規市場の開拓に向けたマーケ既存市場の維持と新規市場の開拓に向けたマーケ
ティング戦略ティング戦略

農協、市場関係者への販促、農家への栽培指導農協、市場関係者への販促、農家への栽培指導
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5.5.作物遺伝資源としての種子作物遺伝資源としての種子

（１）生物多様性条約とその背景（１）生物多様性条約とその背景
作物遺伝資源の重要性作物遺伝資源の重要性 19611961年ＦＡＯ会議年ＦＡＯ会議

科学的側面からの議論科学的側面からの議論
国際植物遺伝資源委員会の設立（国際植物遺伝資源委員会の設立（19741974年）年）

遺伝資源は「人類共有の財産」遺伝資源は「人類共有の財産」

資源ナショナリズムの台頭資源ナショナリズムの台頭
育種素材としては自由にアクセス可能な「共有財産」であ育種素材としては自由にアクセス可能な「共有財産」であ
る一方で、育種結果は「知的所有権」として保護対象とする一方で、育種結果は「知的所有権」として保護対象とす
る先進国及び国際研究機関の考え方への途上国の反発る先進国及び国際研究機関の考え方への途上国の反発

植物遺伝資源に関する国際申し合わせ（ＦＡＯ、植物遺伝資源に関する国際申し合わせ（ＦＡＯ、19831983年）年）

「人類共有の財産」論を踏襲しつつも、遺伝資源の保全・管理に「人類共有の財産」論を踏襲しつつも、遺伝資源の保全・管理に
あたって発展途上国への技術的・資金的協力の必要性を強調あたって発展途上国への技術的・資金的協力の必要性を強調

「農民の権利」概念の導入（「農民の権利」概念の導入（19891989年）年）

生物多様性条約（生物多様性条約（19921992年、国連環境開発会議）年、国連環境開発会議）
生物多様性の「保全」、「利用」、「利益配分」生物多様性の「保全」、「利用」、「利益配分」

遺伝資源に対する国家の主権的権利遺伝資源に対する国家の主権的権利

新品種やバイオテクノロジー成果物など遺伝資源利用から新品種やバイオテクノロジー成果物など遺伝資源利用から
生ずる利益の公正・公平な配分と技術移転の促進生ずる利益の公正・公平な配分と技術移転の促進

米国は条約調印拒否（後に署名するも議会が批准せず）・・・バ米国は条約調印拒否（後に署名するも議会が批准せず）・・・バ
イオテクノロジー産業の競争力強化を国家戦略としていたイオテクノロジー産業の競争力強化を国家戦略としていた

植物遺伝資源条約（植物遺伝資源条約（20012001年、年、FAOFAO総会）総会）

植物遺伝資源を公共財とみる視点と、国家主権や知的所植物遺伝資源を公共財とみる視点と、国家主権や知的所
有権など私有財とみる視点とが混在している状況に対処有権など私有財とみる視点とが混在している状況に対処

他の天然資源との相違（国家主権論の限界）他の天然資源との相違（国家主権論の限界）

知的所有権と「農民の権利」の対立知的所有権と「農民の権利」の対立
UPOVUPOV１９９１、特許制度の品種保護制度への浸食１９９１、特許制度の品種保護制度への浸食

WTOWTO加盟で知的所有権制度確立の必要（加盟で知的所有権制度確立の必要（TRIPSTRIPS協定）協定）

国内法化でバッファ措置も存在（伝統的知識の権利保護）国内法化でバッファ措置も存在（伝統的知識の権利保護）
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（２）作物遺伝資源の保全管理と農民参加（２）作物遺伝資源の保全管理と農民参加

作物遺伝資源の特殊性作物遺伝資源の特殊性
作物遺伝資源（直接的利用価値）と一般的な植物遺伝資源（間作物遺伝資源（直接的利用価値）と一般的な植物遺伝資源（間
接的利用価値ないし非利用価値）との違い接的利用価値ないし非利用価値）との違い

農民の生活に直接影響（とくに途上国で）農民の生活に直接影響（とくに途上国で）

地域間での複雑な相互依存性が高い地域間での複雑な相互依存性が高い

生息地域内保全の必要生息地域内保全の必要 多様な関係者の多様な参加が不可多様な関係者の多様な参加が不可
欠欠 産業利用と利益の金銭的配分だけでなく、技術協力・農村産業利用と利益の金銭的配分だけでなく、技術協力・農村

開発を通じた非金銭的配分が不可欠開発を通じた非金銭的配分が不可欠

ＦＡＯ「遺伝資源の保全と公益的利用のためのグローバＦＡＯ「遺伝資源の保全と公益的利用のためのグローバ
ル・システム」の構築努力ル・システム」の構築努力

多国間・二国間協力（開発援助）、ＮＧＯ・ＮＰＯの活動を多国間・二国間協力（開発援助）、ＮＧＯ・ＮＰＯの活動を
通じた技術支援の試み通じた技術支援の試み

作物遺伝資源の保全・管理を、参加型開発を通じた持続作物遺伝資源の保全・管理を、参加型開発を通じた持続
的な農村発展・主体形成の中に位置づける試み的な農村発展・主体形成の中に位置づける試み

（３）国内での取り組み（３）国内での取り組み

広島県農業ジーンバンク事業（広島県農業ジーンバンク事業（19891989年～）年～）
産地育成のための品種統一産地育成のための品種統一 地方品種の淘汰地方品種の淘汰

他方で、地方品種の遺伝的多様性、地域の自然条件や栽培様他方で、地方品種の遺伝的多様性、地域の自然条件や栽培様
式に適応した形質への再評価式に適応した形質への再評価

県内植物遺伝資源の探索・収集（県内植物遺伝資源の探索・収集（19921992～～9595年）年） 地方品種復地方品種復

活事業（活事業（19961996年～「種子の貸出し事業」）年～「種子の貸出し事業」）

多様性をもった遺伝資源を改良品種のための育種素材として多様性をもった遺伝資源を改良品種のための育種素材として
利用するだけでなく、そのまま元の生産地の圃場に再導入され、利用するだけでなく、そのまま元の生産地の圃場に再導入され、

地方品種の総合的・持続的な保全と利用が図られている地方品種の総合的・持続的な保全と利用が図られている

地方品種を利用した地域特産物の開発地方品種を利用した地域特産物の開発

地域の農業や生活文化の保全と振興地域の農業や生活文化の保全と振興

行政、研究機関、普及員、農家、地域住民（消費者）の連携行政、研究機関、普及員、農家、地域住民（消費者）の連携

「科学知と経験知の融合の可能性」（西川芳昭）「科学知と経験知の融合の可能性」（西川芳昭）
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たねとりたねとりくらぶくらぶ（全国種苗研修会）（全国種苗研修会）
自給の会「たねとりくらぶ」自給の会「たねとりくらぶ」

日本有機農業研究会種苗部会日本有機農業研究会種苗部会
種苗交換会（関東地区種苗交換会種苗交換会（関東地区種苗交換会19831983年～）年～）

種苗ネットワーク（種苗ネットワーク（20022002年～）年～）

秋田県種苗交換会秋田県種苗交換会

国産大豆振興策と在来種の再評価国産大豆振興策と在来種の再評価
農水省農産園芸局畑作振興課「大豆情報委員農水省農産園芸局畑作振興課「大豆情報委員
会」（会」（19991999年～）の取り組み年～）の取り組み ※※農政の自己矛盾？農政の自己矛盾？

国産大豆品種の事典（国産大豆品種の事典（19981998年～）年～）
20032003年年33月時点で月時点で5858品種を登録品種を登録

大豆畑トラスト運動（日本消費者連盟ＧＭＯいらない！キャン大豆畑トラスト運動（日本消費者連盟ＧＭＯいらない！キャン
ペーン）ペーン）

京野菜振興策と在来種の再評価京野菜振興策と在来種の再評価
広島県農業ジーンバンク事業モデル（＝行政、研究機関、普及広島県農業ジーンバンク事業モデル（＝行政、研究機関、普及
機関との連携）の適用可能性？機関との連携）の適用可能性？
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ブランド指定されていない伝統野菜の遺伝資源の保全
と利用は、誰が責任をもつのか？？？

ブランド指定されていない伝統野菜の遺伝資源の保全ブランド指定されていない伝統野菜の遺伝資源の保全
と利用は、誰が責任をもつのか？？？と利用は、誰が責任をもつのか？？？

参考資料参考資料

種子生産流通制度研究会（久野秀二）種子生産流通制度研究会（久野秀二）『『種苗事業の構造と展開：規制種苗事業の構造と展開：規制
緩和・国際化・バイオテクノロジー緩和・国際化・バイオテクノロジー』』北海道農産物協会、北海道農産物協会、19981998年年
久野秀二久野秀二『『アグリビジネスと遺伝子組換え作物：政治経済学アプローアグリビジネスと遺伝子組換え作物：政治経済学アプロー
チチ』』日本経済評論社、日本経済評論社、20022002年年
久野秀二「遺伝子組換え作物をめぐる科学技術と社会の関係性」京久野秀二「遺伝子組換え作物をめぐる科学技術と社会の関係性」京
都大学大学院経済学研究科ワーキングペーパー、都大学大学院経済学研究科ワーキングペーパー、JJ--4545、、20052005年年
西川芳昭西川芳昭『『作物遺伝資源の農民参加型管理：経済開発から人間開発作物遺伝資源の農民参加型管理：経済開発から人間開発
へへ』』農文協、農文協、20052005年年
たねとりたねとりくらぶくらぶNetworkNetwork http://http://tane.fubyshare.nettane.fubyshare.net//
日本有機農業研究会日本有機農業研究会
種苗部種苗部 http://http://www.joaa.net/kakubu/syubyo/syubyo.htmlwww.joaa.net/kakubu/syubyo/syubyo.html
種苗ネットワーク種苗ネットワーク http://http://www.joaa.net/kakubu/nw/nw.htmlwww.joaa.net/kakubu/nw/nw.html
大豆畑トラスト大豆畑トラスト http://www.nohttp://www.no--gmo.org/dtrust/index.htmlgmo.org/dtrust/index.html
農林水産省農産園芸局畑作振興課「大豆のホームページ」農林水産省農産園芸局畑作振興課「大豆のホームページ」
http://http://www.maff.go.jp/soshiki/nousan/hatashin/daizuwww.maff.go.jp/soshiki/nousan/hatashin/daizu//
財団法人・広島県農林振興センター財団法人・広島県農林振興センター
http://http://www.kosya.orgwww.kosya.org// ＃ジーンバンク（＃ジーンバンク（/chiiki/gene1.html/chiiki/gene1.html））


